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総合工学委員会（第 26 期・第 23 回）議事要旨 

 

１．日 時：令和７年 10 月 28 日（火）12:15～13:15 

２．会 場：日本学術会議 ６階会議室６-Ｃ(3)及びオンライン 

３．出席者：岡本裕巳、岸本康夫、越塚誠一、笹木圭子、関谷毅、高田保之、玉田薫、 

      宮崎恵子、金田千穂子、小山田耕二、関村直人 

     事務局：冨岡千香子 

（敬称略） 

４．議 事 

(1) 日本学術会議に関する報告と意見交換 

 玉田委員長および関谷幹事より、日本学術会議の法人化に関する説明があった。 

 

(2) 各分科会からの報告と意見交換、今後のスケジュール（フォーラム／シンポジウム

等） 

 玉田委員長より、資料1を用いて総合工学委員会が関わる公開シンポジウムおよび意思

の表出の実績と計画の説明があった。 

 金田委員より、「計算科学シミュレーションと工学設計分科会」が関わる意思の表出に

関する査読状況および計算力学シンポジウムの報告があった。 

 小山田委員より、「科学的知見の創出に資する可視化分科会」が関わる生成AIに関する

シンポジウムの報告があった。 

 関村委員より、「原子力安全に関する分科会」が関わる原子力総合シンポジウムおよび

意思の表出の作成状況の報告があった。 

 関谷幹事より、「未来社会と応用物理分科会」が関わる大学教育に関するシンポジウム

の報告があった。 

 宮崎副委員長より、「工学システムに関する安全・安心・リスク検討分科会」が関わる

安全工学シンポジウムおよび意思の表出３件に関する報告、および「フロンティア人工物

分科会」が関わる意思の表出１件の報告があった。 

 笹木委員より、「サーキュラーエコノミーのための資源・材料の循環利用検討分科会」

が関わるフォーラムおよび意思の表出に関する報告があった。 

 高田委員より、「エネルギーと科学技術に関する分科会」が関わる意思の表出および新

たに「フュージョンエネルギー小委員会」が設立されたとの報告があった。 

 

(3) 予算に関する状況および方針 

 玉田委員長より、資料2, 3, 4, 5を用いて、予算の執行状況および方針について説明が

あった。 

 小山田委員より、公開シンポジウムを海外で行った場合に、海外出張費は支出できるか
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どうかの質問があり、事務局において確認することになった。 

 

(4) その他 

 金田委員より、分科会が発するサポートレターの実績について報告があり、判断基準に

関して議論された。 

以上 

 

＜配布資料＞ 

資料0 議事次第 

資料1 シンポジウム・意思の表出一覧 

資料2 2025年度第三部予算執行方針改訂版 

資料3 第三部執行状況管理表 

資料4 審議活動の充実強化予算について 

資料5 公開シンポジウム及びサイエンスカフェにかかる費用負担について 

 

 


